
R8．３．11 

 

  

 

あんなにたくさんあった雪もすっかりなくなり、まだ肌寒い日もありますが春の気配が少し

ずつ感じられるようになってきましたね。保育園では「今日はピンクと黄色ね」と色探しや「い

ろんな葉っぱの形を探してみよう」と散歩に出掛けたり、農村公園では「温かいところを探して

みよう」と楽しんでいます。 

 

 

 

 「せんせー、ちょっときて！」と呼ぶ声のする方へ行ってみると「あったかいところ探しててここ触ってたらほ

ら、ふきのとうあった」と教えてくれました。「温かいところに春のものが出てくるんだね」とその場にいたお友だ

ちや保育者と共有し、教えてくれたお友だちは得意そうでしたよ。 

 

 他にも「お日様当たるところに立ってるだけですごくあったかいよ」「本当だね」「僕も立

ってみる」と日差しを浴びて気持ち良さそう。 

  

 春から秋にかけ、農村公園に来ると木のところでダンゴムシ探ししていたことを覚えてい

たのでしょうね。「ダンゴムシ」と言いながら保育者を木の所に連れてきて一緒に 

探しています。どこからか枝を持ってきて土を掘っては「いないね」とまだ発見できて 

いないのですが、みつけるまで続きそうです。 

 

 これからも身近な環境に親しみながら、ちょっとずつ近付いてきている春の自然に興味・関心を

もってくれるといいなと思います。 

 


